
5
月
号
�
[N
o
.7
0
6
]

平
成
2
9
年（
2
0
1
7
年
）5
月
1
日

広
報

市
長
通
信
、
阿
南
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
�…
…
 6

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
ご
紹
介
�
…
…
…
…
11

健
康
い
き
い
き
情
報
�…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

子
育
て
ひ
ろ
ば
�…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
21

阿
南
ぶ
ら
り
ま
ち
紀
行
�
…
…
…
…
…
…
…
…
24

表
紙
の
写
真
は
、
空
撮
し
た
市
役
所
新
庁
舎
。
阿

南
市
は
新
庁
舎
と
と
も
に
新
た
な
歴
史
を
築
き
ま
す
。

今
月
号
の
主
な
内
容
　
　
　
�

ペ
ー
ジ

市
役
所
新
庁
舎
の
ご
案
内

（
本
誌
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

平
成
29年

度市
職
員
人
事
異
動



■
企
画
部

企
画
部
長　

�

水
口
　
隆
起

企
画
部
参
事
・
秘
書
広
報
課
長
事
務
取
扱　
　
　
　
　

�
米
田
　
　
勉

人
事
課
長　
　
　
　

�
中
橋
　
俊
樹

企
画
政
策
課
長　
　

�

松
内
　
　
徹

東
京
事
務
所
長　
　

�

吉
村
　
茂
宏

Ｉ
Ｔ
推
進
課
長　
　

�

田
神
　
雅
史

■
総
務
部

総
務
部
長　
　
　
　

�

半
瀬
　
恒
夫

総
務
課
長　
　

      �

桑
村
申
一
郎

法
令
室
長　
　

      �

中
上
野
博
章

財
政
課
長　
　
　
　

�

幸
泉
賢
一
郎

庁
舎
建
設
課
長　
　

�

豊
田
　
一
郎

市
　
長
　
　
岩
浅
　
嘉
仁

副
市
長
　
　
亀
尾
　
貞
男

教
育
長
　
　
新
居
　
正
秀

政
策
監
　
　
惠
来
　
和
男

政
策
監
　
　
西
田
　
　
修

平 成 29 年 度

市 職 員
人事異動
平成29年度の組織機構および職員体制をお知らせ
します。４月１日時点の職員数は873人で、前年
度比5人の増となっています。

税
務
課
長                 �

山
脇
　
雅
彦

納
税
課
長　
　

      �

中
川
　
佳
計

■
危
機
管
理
部

危
機
管
理
部
長　
　

�

山
崎
　
秀
行

危
機
管
理
課
長　

  �

松
原
　
一
夫

■
市
民
部

市
民
部
長
・
那
賀
川
支
所
長
・
羽
ノ
浦
支

所
長　
　
　

�

川
田
　
　
実

市
民
生
活
課
長
・
葬
斎
場
長

�

高
島
　
見
佳

人
権
・
男
女
参
画
課
長�

石
本
　
憲
司

男
女
共
同
参
画
室
長�
　

吉
岡
　
泰
香

環
境
保
全
課
長　
　

�
湯
浅
　
基
和

文
化
振
興
課
長　

  �

高
山
　
秀
樹

定
住
促
進
課
長　
　

�

橘
　
　
敬
治

■
環
境
管
理
部

環
境
管
理
部
長　
　

�

森
野
　
　
宏

環
境
管
理
部
理
事
・
環
境
管
理
事
務
所
長
・

生
活
環
境
課
長
事
務
取
扱

　

�

石
本
　
靖
弘

環
境
管
理
課
長   　

�

小
松
　
　
剛

ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
所
長�

吉
岡
　
昌
樹

環
境
啓
発
セ
ン
タ
ー
所
長

　

�

小
川
　
裕
二

環
境
整
備
課
長　
　

�

柏
木
　
邦
雄

定
期
人
事
異
動
に
あ
た
っ
て
の

基
本
的
な
考
え
方

　

４
月
か
ら
「
南
阿
波
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
」
が
始
ま
り
、
中
心
市
で
あ
る

本
市
は
、
子
育
て
支
援
、
地
震
・
津
波
対
策
、

地
域
医
療
の
確
立
な
ど
の
施
策
に
取
り
組

み
、
県
南
の
中
核
都
市
と
し
て
歩
み
ま
す
。

　

一
方
で
、
増
大
す
る
事
務
事
業
を
精
査

し
な
が
ら
ス
リ
ム
化
を
図
る
と
と
も
に
、

き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
践
で

き
る
よ
う
行
政
運
営
の
さ
ら
な
る
効
率
化

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
人
員

の
中
で
最
大
の
効
果
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う

業
務
体
制
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、

適
材
適
所
の
人
員
配
置
に
努
め
、
事
務
執

行
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

組
織
機
構
等
の
変
更

　

新
庁
舎
低
層
部
の
完
成
に
伴
い
、
比
較

的
大
き
な
見
直
し
を
図
り
ま
し
た
。

　
「
行
政
情
報
課
」
と
「
管
財
課
」
を
統

合
し
て
、
総
務
部
に
「
総
務
課
」
を
新
設

し
ま
し
た
。
危
機
管
理
、
防
災
関
連
業
務

を
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、
防
災
部
を

「
危
機
管
理
部
」
と
し
、
防
災
対
策
課

を
「
危
機
管
理
課
」
に
、
併
せ
て
「
危

機
管
理
係
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
を
図
る
た

め
、
市
民
生
活
課
に
「
窓
口
サ
ー
ビ
ス

係
」
を
新
設
し
、
各
種
証
明
書
の
交
付

等
を
行
い
ま
す
。
水
道
部
は
、
経
営
の

効
率
化
を
図
る
た
め
、「
業
務
課
」と「
工

務
課
」
を
統
合
し
て
「
水
道
課
」
と
し

ま
し
た
。
教
育
委
員
会
事
務
局
に
「
部

課
制
」
を
導
入
し
、名
称
は
「
教
育
部
」

と
し
、
６
課
３
図
書
館
２
セ
ン
タ
ー
を

所
管
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
職
員
体
制
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

主
な
配
置
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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農
地
整
備
課
長　
　

�

松
江
　
　
剛

商
工
観
光
労
政
課
長　
　
　

�

中
川
　
恭
一

野
球
の
ま
ち
推
進
課
長　
　

�

山
下
　
祥
介

■
建
設
部

建
設
部
長　
　
　
　

�

篠
岡
　
彰
彦

建
設
部
理
事
（
兼
）�

黒
木
賢
二
郎

工
事
検
査
課
長　
　

�

中
村
　
武
康

土
木
課
長　
　
　
　

�

都
築
　
宏
基

住
宅
・
建
築
課
長　

�

廣
瀬
　
司
宜

維
持
管
理
課
長　
　

�

藤
原
　
雅
典

公
園
緑
地
課
長　
　

�

田
村
　
和
彦

■
特
定
事
業
部

特
定
事
業
部
長　
　

�

條
　
　
　
司

特
定
事
業
部
理
事　

�

黒
木
賢
二
郎

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長�

岡
田
　
佳
造

特
定
事
業
推
進
課
長�
　

田
中
　
修
司

■
保
健
福
祉
部

保
健
福
祉
部
長　
　

�

井
上
　
正
嗣

福
祉
事
務
所
長
・
福
祉
課
長
事
務
取
扱

�
　
　
　
　
　
　

倉
野
　
克
省

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　
　
　

�

岡
部
　
仁
史

保
険
年
金
課
長　
　

�

荒
井
　
啓
之

加
茂
谷
診
療
所
長
・
伊
島
診
療
所
長

�

　
　
　
　
　
　
　

湯
浅
　
亮
一

介
護
・
な
が
い
き
課
長�　
　

瀬
川
　
昭
子

こ
ど
も
課
長　
　
　

�

川
端
　
浩
二

こ
ど
も
相
談
室
長　

�

生
島
菜
穂
子

■
産
業
部

産
業
部
長　
　
　
　

�

松
田
　
裕
二

産
業
部
参
事
・
農
林
水
産
課
長
事
務
取
扱

�

　
　
　
　
　

長
田
　
浩
一

産
業
部
参
事
・
企
業
振
興
課
長
事
務
取
扱

�

　
　
　
　
　

細
川
　
博
史

下
水
道
課
長　
　
　

�

富
永
　
　
悟

■
会
計
管
理
者
・
会
計
課

会
計
管
理
者　
　
　

�

熊
本
　
広
治

会
計
課
長　
　
　
　

�

金
久
　
　
博

■
水
道
部

水
道
部
長　
　
　
　

�

多
田
　
和
洋

水
道
課
長　
　
　
　

�

佐
野
　
雅
史

■
教
育
委
員
会
教
育
部

教
育
部
長　
　
　
　

�

髙
島
　
博
佳

教
育
部
参
事
・
図
書
館
長
事
務
取
扱

�

　
　
　
　
　
　
　

櫛
谷
　
友
己

教
育
総
務
課
長　
　

�

木
本
　
祥
司

学
校
教
育
課
長　
　

�

霜
田
　
泰
徳

生
涯
学
習
課
長　
　

�

西
尾
　
和
洋

人
権
教
育
課
長　
　

�

阿
部
　
康
彦

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長　
　
　

�

吉
積
　
和
己

学
校
給
食
課
長　
　

�

石
本
　
祐
一

■
消
防
本
部

消
防
長　
　
　
　
　

�

秋
本
　
徳
茂

消
防
次
長
・
消
防
署
長
事
務
取
扱

　
　
　
　

�

川
原
　
和
秀

消
防
本
部
参
事
・
警
防
課
長
事
務
取
扱

�
　
　
　
　
　
　

奥
田
　
長
次

消
防
本
部
参
事
・
予
防
課
長
長
事
務
取
扱

�

　
　
　
　
　

清
野
　
文
雄

消
防
総
務
課
長　
　

�
中
野
　
貴
裕

情
報
管
制
課
長　
　

�

山
田
　
　
徹

消
防
副
署
長
・
第
一
消
防
課
長
事
務
取
扱

�

　
　
　
　
　

表
原
　
清
正

第
二
消
防
課
長　
　

�

平
田
　
晃
士

第
三
消
防
課
長　
　

�

山
本
　
賢
治

■
議
　
会

事
務
局
長　
　
　
　

�

木
下
　
雅
憲

議
事
課
長　
　
　
　

�

青
木
　
芳
幸

■
農
業
委
員
会

事
務
局
参
事
・
事
務
局
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　

�

大
川
富
士
夫

■
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長　
　
　
　

�

吉
岡
　
次
男

■
監
　
査

事
務
局
参
事
・
事
務
局
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　

�

岸
　
　
浩
範

■
公
平
委
員
会

事
務
局
長
（
兼
）　�

岸
　
　
浩
範

新年度初めとなる４月３日、市職員
の人事異動に伴う辞令交付式が行わ
れ、職員を前に岩浅市長は、「５月
８日からは新庁舎低層部での業務も
始まります。職員一人ひとりが常に
市民サービスの向上を念頭におき、
一体となって諸施策の推進に取り組
んでいただきたい」との訓示がなさ
れました。

3　広報あ な ん 2017.05



新
規
採
用
職
員
（
52
人
）

西
野
高
史
・
篠
原
美
沙
・
西
岡　

慧
・
樫

詰
尚
弥
・
河
井
千
恵
・
宮
本
野
乃
花
・
美

馬
健
志
・
天
羽
航
大
・
坪
井
知
佳
・
田
渕

貴
久
・
原　

聡
宏
・
柏
木
涼
介
・
下
山
花

織
・
四
宮
和
真
・
吉
田
大
佑
・
上
田
友

希
・
岩
戸
智
美
・
國
見
勇
貴
・
新
居
翔

健
・
松
﨑
瑞
貴
・
田
中
佑
実
・
若
木
裕

美
・
金
山
里
香
・
小
烏
彩
菜
・
北
條
若

菜
・
栗
本　

舞
・
東
條
麻
里
・
上
野
帆

南
・
髙
井
真
実
・
藤
園
愛
里
・
岡
本
有

紗
・
湯
城
祥
子
・
長
賀
充
紀
・
新
納
麻
亜

子
・
杉
野
よ
し
子
・
神
野
恵
津
子
・
阿
部

瑞
歩
・
横
手
萌
衣
・
亀
井
智
代
・
佐
山
由

香
里
・
阪
本
裕
子
・
筒
井
仁
詞
・
高
原

一
城
・
湯
浅
裕
哉
・
枝
川
真
也
・
土
井
猛

嗣
・
庄
野
倫
矢
・
佐
々
木
愛
子
・
片
岡　

敬
・
森　

千
裕
・
増
田　

圭
・
仁
木　

俊

退
職
者
（
33
人
）

※
順
不
同
・
カ
ッ
コ
内
は
前
所
属

数
藤　

康
彦
（
保
健
福
祉
部
）

亀
尾　

剛
士
（
水
道
部
）

田
神
美
代
恵
（
寿
保
育
所
）

伊
藤　

美
春
（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

打
樋　

昌
之
（
企
画
部
）

水 　 道 　 部
部 長 室 22－8069
水 道 課
業 務 関 係 22－0587（水道料金お客様センター）
工 事 関 係 22－3295
教 育 委 員 会 教 育 部
教 育 長 室 22ー3297
部 長 室 22－3298
教 育 総 務 課 22－3299
学 校 教 育 課 22－3390
生 涯 学 習 課 22－3391
人 権 教 育 課 22－3392
ス ポ ー ツ 振 興 課 22－3394
学 校 給 食 課 22－0362
教 育 研 究 所 22－3395
議 　 　 　 　 　 会
議 長 室 22－3398
事 務 局 長 24－8005
議 事 課 22－3399

各 種 行 政 委 員 会
選挙管理委員会事務局 22－3791
監 査 事 務 局 22－3792
公 平 委 員 会 事 務 局 22－3792
農 業 委 員 会 事 務 局 22－3790
消  防  本  部
消 防 長 室 22－3797
消 防 総 務 課 22－3798
警 防 課 22－3796
予 防 課 22－3799
情 報 管 制 課 22－1120
消 防 課 22－3847

■フロアマネジャー等の配置について
ご来庁の目的をお伺いし、窓口等にご案内する案内
係およびフロアマネジャーを配置します。お気軽に
お声掛けください。

問い合わせは　市民生活課（☎22－1116）へ

■夜間、土・日・祝日、年末年始の「出生届」「死亡届」
等の届け出の場所について
新庁舎１階夜間・休日窓口（東玄関を入ってすぐ右
側）になります。

問い合わせは　市役所代表（☎22－1111）へ

代表・夜間・休日の受付　 22－1111
テレフォンサービス
（病院案内・災害情報案内） 22－9999

配偶者暴力相談支援センター 24－8111
災害対策本部（災害時設置） 22－3854
防災無線テレフォンサービス 28－9000

庁舎のご案内

■市税の納付受付について
　・市税の納付受付と納付書発行業務
　　（毎月第１・第３水曜日の17:15～18:15）
　　５月17日㈬から、新庁舎１階で実施します。
　・市税の納付受付と納税相談
（毎月最終日曜日の8:30〜17:00）
５月28日㈰から、新庁舎１階で実施します。

問い合わせは　納税課（☎22－1792）へ

■指定金融機関（阿波銀行　阿南支店）について
５月８日㈪から新庁舎１階で業務を行います。

問い合わせは　会計課（☎22－3294）へ

■市議会の傍聴について
　６月定例会からは、新庁舎３階の議場で実施します。

問い合わせは　議事課（☎22－3399）へ

市役所代表電話番号　22－1111
ご用の部署がわからないときは、上記までお問い合わせください。
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岡
本　

光
弘
（
監
査
事
務
局
）

坂
東　

孝
代
（
市
民
部
）

久
積　

裕
幸
（
消
防
本
部
）

尾
﨑　

正
俊
（
公
園
緑
地
課
）

富
永　
　

優
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）

倉
野
真
由
美
（
富
岡
幼
稚
園
）

藤
野　

英
雄
（
葬
斎
場
）

越
久
村
仁
司
（
議
会
事
務
局
）

山
下　
　

巧
（
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

泰
地　

隆
幸
（
福
井
住
民
セ
ン
タ
ー
）

原
田　

隆
博
（
建
設
部
）

中
道　

信
弘
（
建
設
部
）

吉
田　

恵
子
（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

日
下　

博
文
（
会
計
管
理
者
）

松
田　

晋
介
（
防
災
部
）

田
口　

玉
美
（
富
岡
保
育
所
）

鈴
江　

省
吾
（
市
民
部
）

中
川
香
代
子
（
大
野
幼
稚
園
）

多
田　

和
夫
（
情
報
管
制
課
）

杣
友
秀
二
三
（
総
務
部
）

斎　

美
智
枝
（
那
賀
川
中
学
校
）

坂
本　

誠
規
（
産
業
部
）

近
藤　

泰
子
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

井
坂　

寛
次
（
第
三
消
防
課
）

堺　
　

敬
子
（
行
政
情
報
課
）

近
藤　

善
弘
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

高
野　

慶
子
（
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
）

片
岡　

可
恭
（
住
宅
・
建
築
課
）

環 境 管 理 部
部 長 室 22－3793
環 境 管 理 課 22－3794
環 境 整 備 課 22－3795
生 活 環 境 課 22－0001
保 健 福 祉 部
部 長 室 22－1591
保 健 セ ン タ ー 22－1590
保 険 年 金 課 22－1118
高 齢 者 医 療 係 22－8064
福 祉 課 22－1592
介 護 ・ な が い き 課 22－1793
介 護 認 定 調 査 係 24－8007
こ ど も 課 22－1593
こ ど も 相 談 室 22－1677
児 童 家 庭 相 談 22－0765
産 　 業 　 部
部 長 室 22－1597
農 林 水 産 課 22－1598
農 地 整 備 課 22－1599
商 工 観 光 労 政 課 22－3290
企 業 振 興 課 22－3401
野 球 の ま ち 推 進 課 22－1297
建 　 設 　 部
部 長 室 22－1594
工 事 検 査 課 22－7410
土 木 課 22－1595
住 宅 ・ 建 築 課 22－3431
維 持 管 理 課 22－9596
公 園 緑 地 課 22－9293
特 定 事 業 部
部 長 室 22－0527
理 事 室 22－1030
ま ち づ く り 推 進 課 22－1596
特 定 事 業 推 進 課 22－3197
下 水 道 課 22－1796
会             計
会 計 管 理 者 22－1107
会 計 課 22－3294

課　　名　　等 電話番号
市長室（秘書広報課へ） 22－1110
副 市 長 室 22－1101
惠 来 政 策 監 室 22－1339
西 田 政 策 監 室 28－9883
企 　 画 　 部
部 長 室 22－1119
秘 書 広 報 課 22－1110
人 事 課 22－1112
企 画 政 策 課 22－3429
Ｉ Ｔ 推 進 課 22－1117
総 　 務 　 部
部 長 室 22－1108
総 務 課 22－3804
法 令 室 22－7449
財 政 課 22－1113
庁 舎 建 設 課 22－8285
税 務 課 22－1114
納 税 課 22－1792
危 機 管 理 部
部 長 室 22－1098
危 機 管 理 課 22－9191
市 　 民 　 部
部 長 室 22－1115
市 民 生 活 課 22－1116
人 権 ・ 男 女 参 画 課 22－3094
男 女 共 同 参 画 室 22－7401
環 境 保 全 課 22－3413
文 化 振 興 課 22－1798
定 住 促 進 課 22－7404
阿南市交通安全教育推進協議会 22－8952
那 賀 川 支 所 42－1111
羽 ノ 浦 支 所 44－3111

市役所電話番号案内
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お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
車
い
す
１
台
（
阿
南
図
書
館

に
設
置
）

県
南
軟
式
野
球
競
技
会
様
か
ら

公
共
施
設
に
お
け
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
充
実
の
た
め

●
金
５
０
０
万
円

有
限
会
社
橋
田
工
務
店
様
か
ら

阿
南
市
奨
学
資
金
充
実
の
た
め

●
あ
な
な
ん
時
計

阿
南
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

か
ら
新
庁
舎
備
品
と
し
て

●
ベ
ン
チ

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
阿
南
様

か
ら
新
庁
舎
備
品
と
し
て

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

高
専
の
底
力 

～

　
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
っ
た
人
は
日
本
に
25
人
い

る
が
、
多
く
は
田
舎
で
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
て
い

る
。
子
ど
も
を
本
当
に
し
っ
か
り
育
て
る
の
は
、
田

舎
の
方
が
良
い
」。
こ
れ
は
、「
平
成
の
野
口
英
世
」

と
言
わ
れ
、
２
０
１
５
年
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医

学
賞
を
受
賞
し
た
大
村　

智
北
里
大
学
特
別
栄
誉
教

授
の
言
葉
で
す
。
大
村
先
生
ご
自
身
も
山
深
い
山
梨

県
韮
崎
市
の
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
夜
間
高

校
の
教
師
と
な
り
、
一
念
発
起
し
て
化
学
者
の
道
へ

と
進
ま
れ
ま
し
た
。
受
賞
が
決
定
し
、
報
道
陣
を
前

に
大
村
先
生
が
あ
い
さ
つ
し
よ
う
と
口
を
開
き
か
け

た
時
、
事
務
方
が
「
安
倍
総
理
か
ら
お
祝
い
の
電

話
で
す
」
と
耳
打
ち
す
る
と
、
先
生
は
「
後
で
か
け

る
」
と
事
務
方
に
告
げ
ま
し
た
。
総
理
の
方
を
待
た

せ
た
硬
骨
漢
で
す
。
人
口
減
の
時
代
で
、
経
済
成
長

を
支
え
る
に
は
技
術
革
新
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
大

村
先
生
の
言
葉
に
は
、「
人
間
は
あ
く
ま
で
自
然
の

中
に
あ
る
」「
自
然
と
い
う
大
い
な
る
も
の
に
生
か

さ
れ
て
い
る
の
が
私
た
ち
人
間
で
あ
り
、
人
間
が
創

り
だ
す
科
学
技
術
も
し
か
り
」
と
い
う
哲
学
が
語
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
１
年
ほ
ど
前
に
、
日
本
を
代
表
す
る
月
刊

誌
「
文
藝
春
秋
」
に
「『
地
方
企
業
を
支
え
る
高
専

の
底
力
』
最
先
端
の
技
術
と
人
材
を
供
給
す
る
〝
知

ら
れ
ざ
る
拠
点
〟」
と
い
う
見
出
し
で
、
阿
南
高
専

に
焦
点
を
当
て
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
大
変
誇
ら
し

く
思
い
ま
し
た
。

　

つ
い
最
近
も
、
大
手
新
聞
社
系
列
の
週
刊
誌
に

「
地
味
に
ス
ゴ
イ
！
高
専
か
ら
難
関
大
、
人
気
企
業

へ
！
」
と
い
う
記
事
が
載
り
ま
し
た
。
阿
南
高
専
は
、

新
産
業
都
市
を
め
ざ
す
阿
南
市
に
工
業
系
の
教
育
機

関
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
と
の
声
を
受
け
、
当

時
文
部
行
政
に
強
い
影
響
力
が
あ
っ
た
参
議
院
議
員

の
故
三
木
與
吉
郎
氏
（
阿
波
製
紙
株
式
会
社
社
長
三

木
康
弘
氏
の
祖
父
）
や
原　

菊
太
郎
元
県
知
事
、
沢

田　

紋
元
阿
南
市
長
の
三
位
一
体
と
な
っ
た
懸
命
の

誘
致
運
動
の
成
果
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
校
は
１

９
６
３
年
４
月
に
仮
校
舎
を
見
能
林
公
民
館
と
見
能

林
中
学
校
に
お
き
、
そ
の
歴
史
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
１
９
６
６
年
に
は
ほ
ぼ
今
の
姿
と
な
り

ま
し
た
が
、
建
設
費
１
億
９
２
２
８
万
円
の
う
ち
県

が
63
・
13
％
、
阿
南
市
が
36
・
87
％
を
拠
出
し
、
阿

南
市
は
直
接
用
地
買
収
や
登
記
事
務
に
も
協
力
し
、

見
能
林
の
広
大
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
田
園
に
〝
知
の

殿
堂
〟
が
誕
生
し
ま
し
た
。
同
校
の
飛
躍
的
発
展
の

一
つ
に
、
２
０
０
７
年
に
国
立
高
専
で
は
初
め
て
開

設
さ
れ
た
寄
附
講
座
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
講
座
に
は
、

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
に
よ
る
10
年
間
で
研
究
費

約
５
億
円
余
り
の
助
成
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

「
本
校
の
学
生
は
、
中
学
卒
業
後
の
５
年
間
で
大
学

の
工
学
部
生
に
匹
敵
し
、
18
歳
、
19
歳
か
ら
本
格
的

な
高
い
レ
ベ
ル
の
研
究
に
も
つ
い
て
い
け
ま
す
。
事

実
、
東
大
の
大
学
院
生
に
も
負
け
な
い
ど
こ
ろ
か
、

そ
れ
以
上
の
研
究
が
で
き
る
学
生
も
い
ま
す
」。
前

職
が
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
特
任
准
教
授
で
現

在
、
阿
南
高
専
客
員
教
授
の
塚
本
史
郎
先
生
の
自
信

に
満
ち
た
言
葉
を
紹
介
し
ま
し
た
。

●
竹
人
形

阿
南
商
工
会
議
所
様
か
ら
新
庁

舎
備
品
と
し
て

●
テ
ー
ブ
ル

福
井
町　

島　

利
喜
太
様
か
ら

新
庁
舎
備
品
と
し
て

阿
南
図
書
館
へ

●
読
み
聞
か
せ
用
大
型
絵
本
17
冊

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
お

は
な
し
ひ
ろ
ば
ひ
ま
わ
り
」
様

か
ら
図
書
館
資
料
と
し
て

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

富
岡
町　

阿
南
商
工
会
議
所
女

性
会
様
か
ら
地
域
福
祉
事
業
活

動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
日
延
長
窓
口
で

税
証
明
の
一
部
を

取
り
扱
い
ま
す

　

５
月
か
ら
、
市
民
生
活
課
で
行

っ
て
い
る
平
日
延
長
窓
口
で
、
所

得
、所
得
課
税（
非
課
税
）、市
・
県

民
税
公
課
証
明
書
お
よ
び
軽
自
動

車
税
納
税
証
明
書
を
取
り
扱
い
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
の
申
告
を
し
て
い

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
平
日
延
長

窓
口
で
の
所
得
証
明
書
等
の
申

請
・
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
庶
務
係

（
☎
22

－
１
１
１
４
）
へ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
受
取
窓
口
の
変
更

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
の
休
日
受
取
窓
口

を
毎
月
第
１
・
第
２
日
曜
日
に
開

設
し
て
い
ま
す
が
、
５
月
に
つ
い

て
は
、新
庁
舎
移
転
作
業
の
た
め
、

14
日
㈰
の
み
開
設
し
ま
す
。（
７

日
㈰
は
休
み
と
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ
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危
険
廃
屋
等
の
除
却
支
援

　

老
朽
危
険
な
空
き
家
等
の
解
体

を
行
う
方
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　
市
内
に
老
朽
危
険
な
空

き
家
等
の
所
有
者
と
し
て
登
記
事

項
証
明
書
等
に
記
録
さ
れ
て
い
る

方
ま
た
は
そ
の
相
続
人
（
法
人
を

除
く
）
で
、
市
税
等
の
滞
納
が
な

い
方

対
象
建
築
物　
市
内
に
存
す
る
木

造
ま
た
は
鉄
骨
造
の
建
築
物
で
、

①
申
請
時
に
お
い
て
、
現
に
使
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
今
後
も

居
住
の
用
に
使
用
さ
れ
る
見
込
み

の
な
い
も
の
。
②
住
宅
の
不
良
度

が
一
定
基
準
を
満
た
す
も
の
。

対
象
工
事　
建
設
業
法
第
２
条
第

３
項
に
規
定
す
る
建
設
業
者
ま
た

は
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資

源
化
等
に
関
す
る
法
律
第
21
条
第

１
項
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
解
体

工
事
業
者
（
市
内
に
本
店
を
有
す

る
建
設
業
者
ま
た
は
解
体
工
事
業

者
等
に
限
る
）
に
請
け
負
わ
せ
る

工
事
で
あ
る
こ
と
。
※
補
助
金
交

付
決
定
前
に
着
手（
契
約
を
含
む
）

し
た
工
事
や
建
築
物
の
一
部
を
除

却
す
る
に
留
ま
る
工
事
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

対
象
経
費　
対
象
建
築
物
の
解
体

・
撤
去
に
係
る
費
用
。
※
家
財
道

具
、
車
両
等
お
よ
び
浄
化
槽
等
地

下
埋
設
物
の
処
分
に
係
る
経
費
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
額　
対
象
経
費
に
２
分
の

１
を
乗
じ
て
得
た
額
以
内
（
上
限

80
万
円
）。

事
前
調
査
の
申
込　
補
助
金
交
付

の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
調
査
の
申
込
を
し
て
く
だ
さ

い
。
住
宅
の
不
良
度
等
現
地
確
認

を
行
い
、
危
険
性
の
高
い
順
に
決
定

し
、本
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

事
前
調
査
の
申
込
期
間
は
５
月

１
日
㈪
～
31
日
㈬
ま
で
。（
土
、日
、

祝
日
を
除
く
）

予
定
戸
数　
７
戸

問
い
合
わ
せ
は　
住
宅
・
建
築
課

（
☎
22

－

３
４
３
１) 
へ

阿
南
市
人
権
教
育
協
議
会

総
会
を
開
催
し
ま
す

　

阿
南
市
人
権
教
育
協
議
会
で

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
立
場
に

立
っ
て
、
人
権
尊
重
を
柱
に
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向

け
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
度
総
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
30
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
～
受
付　

２
時
開
会

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

※
手
話
通
訳
あ
り

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
人
権
教

育
協
議
会
事
務
局
（
☎
22

－

３
３

９
２
）
へ

ふ
る
さ
と
活
性
21
活
動
補
助
金

事
業
申
請
の
受
付

　

こ
の
事
業
は
地
域
の
活
性
化
や

特
色
あ
る
地
域
お
こ
し
活
動
等
を

実
施
す
る
団
体
を
支
援
す
る
補
助

金
制
度
で
す
。

対
象
事
業　

▼
独
自
性
・
創
造
性
に
富
み
将
来

的
に
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
事
業

▼
伝
統
文
化
の
継
承
と
新
し
い
地

域
お
こ
し
事
業

▼
地
域
活
性
化
の
た
め
の
ソ
フ
ト

事
業

▼
環
境
改
善
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業

▼
地
域
づ
く
り
の
人
材
育
成
を
め

ざ
し
た
事
業

申
請
方
法　
交
付
申
請
書
（
公
民

館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
に
備
え
付

け
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

公
民
館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈪
～
26
日
㈮

※
交
付
の
可
否
等
は
、
７
月
中
旬

に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

自主防災組織を支援します

自主防災組織設立支援
住民同士が救出・救援、初期消火等を行う自主防
災組織を設立した場合、次の防災備品を支給しま
す。組織設立の手続きなど、お気軽にご相談くだ
さい。
・ヘルメット（１世帯に１個）
・電気メガホン（およそ30世帯に１個）
・信号灯（およそ30世帯に２本）

自主防災組織の活動補助
住民参加による自主防災活動を推進し、地域の自
発的な自主防災組織の活動を円滑に行うため、自
主防災組織が実施する防災活動、防災訓練、防災
研修等に要する事業経費に対して、加入世帯に応
じた額を限度に補助金を交付します。

加入世帯数（平成29年４月１日現在）	 補助額　
100世帯未満	 5,000円　
100以上300世帯未満	 10,000円　
300以上500世帯未満	 15,000円　
500以上1,000世帯未満	 20,000円　
1,000世帯以上	 50,000円　

申込方法　防災活動等を実施する予定日の２週間
前までに、所定の申請書に必要書類を添付してお
申し込みください。申請書は、市ホームページか
らもダウンロードできます。

避難路・避難場所整備に係る原材料等支給
地震・津波等災害時の避難路または避難場所を自
主防災組織等がその労力で整備する場合において、
当該工事に要する原材料および一般建設機械等の
借上げ料（オペレーター料、燃料代を除く）を支
給します。

申込方法　危機管理課にご相談いただき、所定の
申込書に必要書類を添付してお申し込みください。

問い合わせは　危機管理課（☎22－9191）へ
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部
落
差
別
解
消
推
進
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

　

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
12
月

16
日
、「
部
落
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会
の

歴
史
的
発
展
の
過
程
で
形
づ
く
ら

れ
た
身
分
階
層
構
造
に
基
づ
く
差

別
に
よ
り
、
日
本
国
民
の
一
部
の

人
々
が
長
い
間
、
経
済
的
、
社
会

的
、
文
化
的
に
低
位
の
状
態
を
強

い
ら
れ
、
日
常
生
活
の
上
で
さ
ま

ざ
ま
な
差
別
を
受
け
る
な
ど
、
わ

が
国
固
有
の
重
大
な
人
権
問
題
で

す
。

　

今
な
お
、
こ
う
し
た
人
々
に
対

す
る
差
別
発
言
、
差
別
待
遇
等
の

事
案
の
ほ
か
、
差
別
的
な
内
容
の

文
書
が
送
付
さ
れ
た
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
差
別
を
助
長
す
る

よ
う
な
内
容
の
書
き
込
み
が
な
さ

れ
る
と
い
っ
た
事
案
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

差
別
や
偏
見
に
基
づ
く
こ
の
よ

う
な
行
為
は
、
他
人
の
人
格
や
尊

厳
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、
決

し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。

　

同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
の
実
現
に
努
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

人
権
教
育
課

（
☎
22

－

３
３
９
２
）
ま
た
は
人

権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０

９
４
）
へ

６
月
１
日
は

全
国
一
斉「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

日
常
生
活
の
な
か
で
人
権
を
め

ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
社
会
生
活
に
お
け
る

不
当
な
扱
い
、
子
ど
も
や
高
齢
者

へ
の
虐
待
な
ど
が
存
在
し
て
い
ま

す
が
、
表
面
化
し
に
く
い
ケ
ー
ス

が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
こ
で
、

地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、
人
権
擁
護
委
員
が
任
命
さ

れ
、
本
市
で
は
16
人
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
昭
和
24
年

６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
そ
の
日

を
記
念
し
て
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
を
定
め
、
人
権
擁
護
委
員
が

住
民
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ

「
人
権
尊
重
」
の
大
切
さ
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
次
の
と
お
り
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
１
日
㈭　

午
前
10
時

～
正
午

場
所　
富
岡
公
民
館

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

　

本
市
は
、
住
宅
の
耐
震
化
を
積

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

耐
震
診
断

対
象　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅

自
己
負
担
額　
３
千
円

　

耐
震
改
修
等
に
係
る
補
助
事
業

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

耐
震
改
修
支
援
事
業

対
象　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
耐
震

診
断
を
受
け
、
評
点
が
１
・
０
未

満
と
判
定
さ
れ
た
住
宅
を
、
評
点

１
・
０
以
上
に
改
修
す
る
工
事
で
す
。

※
補
助
対
象
と
な
る
耐
震
改
修
工

事
は
、
県
の
講
習
を
受
け
て
徳
島

県
木
造
住
宅
耐
震
改
修
施
工
者
等

と
し
て
登
録
さ
れ
た
方
で
な
け
れ

ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

※
補
助
金
交
付
決
定
前
に
着
手

（
契
約
を
含
む
）
し
た
工
事
は
補

助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
額　
改
修
工
事
に
か
か
る

工
事
費
用
の
３
分
の
２
（
上
限

60
万
円
）。
ま
た
所
得
税
の
特
別

控
除
や
固
定
資
産
税
の
減
額
な

ど
、
税
の
優
遇
措
置
も
あ
り
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修

促
進
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

対
象　
耐
震
改
修
支
援
事
業
の
補

助
金
交
付
決
定
を
受
け
た
方

補
助
金
額　
耐
震
改
修
工
事
お
よ

び
同
時
に
附
帯
し
て
行
う
一
連
の

工
事
（
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
）
費

か
ら
、
耐
震
改
修
支
援
事
業
の
補

助
金
交
付
額
に
１
・
５
を
乗
じ
た

金
額
を
減
じ
て
得
た
額
の
５
分
の

１
の
額
（
上
限
20
万
円
）。

住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

対
象　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
耐

震
診
断
を
受
け
、
評
点
が
１
・
０

未
満
と
判
定
さ
れ
た
住
宅
で
、
次

の
①
～
⑤
の
工
事
。（
①
は
必
ず

実
施
し
、
②
～
④
は
い
ず
れ
か
を

実
施
、
⑤
の
実
施
は
自
由
で
す
）

①
高
さ
が
１
・
５
メ
ー
ト
ル
以
上

の
家
具
の
固
定

②
評
点
を
１
・
０
に
近
づ
け
る
耐

震
補
強
工
事
等

③
耐
震
ベ
ッ
ド
や
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
を
設
置
す
る
工
事

④
②
ま
た
は
③
に
相
当
す
る
工
事

⑤
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
向
上
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
工
事

補
助
要
件　
次
の
事
項
を
す
べ
て

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
県
内
に
本
店
を
有
す
る
建
設
業

者
等
が
施
工
す
る
こ
と

・
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
着
手

（
契
約
を
含
む
）
す
る
こ
と
等

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
（
上
限
40
万
円
）

※
市
内
に
本
店
を
有
す
る
建
設
業

者
等
が
施
工
す
る
場
合
は
、
最
大

で
60
万
円
の
補
助
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

対
象　
申
請
時
に
お
い
て
、
建
築

後
５
年
以
上
経
過
し
た
住
宅
で
、

現
に
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
に

つ
い
て
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

た
だ
し
、
高
さ
が
１
・
５
メ
ー
ト

ル
以
上
の
家
具
を
全
て
固
定
す
る

工
事
を
併
せ
て
行
う
こ
と

※
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
も

あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

補
助
要
件

・
市
内
に
本
店
を
有
す
る
建
設
業

者
等
が
施
工
す
る
こ
と

・
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
着
手

（
契
約
を
含
む
）
す
る
こ
と

・
補
助
対
象
経
費
の
合
計
が
20
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と
等

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
５

分
の
１
（
上
限
20
万
円
）

予
定
戸
数
等　
予
定
戸
数
80
戸
で
、

受
付
は
先
着
順
と
し
、
予
定
戸
数

に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。
※
各

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
と
の
併
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　
住
宅
・
建
築
課

（
☎
22

－

３
４
３
１) 

へ

住
宅
の
耐
震
化
支
援
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【後期高齢者医療制度】保険料のお知らせ
保険料率は２年ごとに改定を行うこととなっており、平成 29年度は、平成 28年度と同じ保険料率になっています。
なお、被保険者均等割額、所得割額の軽減については、制度の見直しや政令改正により、改定を行っていますので、
ご確認ください。

被保険者均等割額 　52,913円（被保険者全員が等しく負担） 所得割率　10.98％（被保険者が所得に応じて負担）

【保険料の計算方法】
被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。保険料の上限は年額57万円です。
保険料 ＝ 被保険者均等割額52,913円 ＋｛（総所得金額等－33万円）×所得割率10.98％｝
【保険料の軽減】
所得の低い方および国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった方は、次のとおり保険料が軽減されます。

問い合わせは　保険年金課（☎22−8064）または徳島県後期高齢者医療広域連合事業課（☎088−677−3666）へ

所得割額の軽減

被保険者の基礎控除（33万円）後の総所得金額等に応
じて、所得割額が軽減されます。
【所得割額の軽減割合】　５割軽減→２割軽減

基礎控除（33万円）後の
総所得金額等 所得割額の軽減割合

58万円以下 ２割

被用者保険の被扶養者であった場合の軽減

後期高齢者医療制度加入の前日まで、国保・国保組合以外
の健康保険の被扶養者となっていた方が対象となります。
ただし、所得の低い方に対する均等割額の軽減にも該当
する方については、いずれか大きい方の額が軽減されます。
【均等割額の軽減割合】　９割軽減→７割軽減

均等割額 所得割額

７割軽減 負担なし

被保険者均等割額の軽減

世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応じて、均等
割額が世帯単位で軽減されます。
【軽減対象の拡充】下表「世帯の所得額の合計」欄中　
軽減割合５割について　	 26 万５千円→ 27万円
軽減割合２割について	　　　 48 万円→ 49万円

世帯の所得額の合計 均等割額の
軽減割合

33万円以下で、世帯内の被保険者全員の所得が
ない（年金収入80万円以下） ９割

33万円以下 8.5割

33万円＋（27万円×被保険者数）以下 ５割

33万円＋（49万円×被保険者数）以下 ２割

問い合わせは　野球のまち推進課
　　　　　　　（☎ 22－1297）へ

○春季四国高校野球大会
　３日㈷

○少年野球阿南大会
　５日㈷

○四国アイランドリーグ Plus
　公式戦
　６日㈯　18:00〜
　　徳島対高知
　15日㈪　18:00〜
　　徳島対愛媛

○JA全農WCBF野球教室
　20日㈯

○第33回西日本早起き野球大会
　27日㈯、28日㈰

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

５月の日程

日頃の皆さまのご愛顧に感謝申し上げます。
さて、当施設は平成13年７月開館以来、県内
屈指の天然温泉として、お客さまがゆったり
とおくつろぎいただける施設の運営をめざして参りました。
しかしながら利用者数は年々減少の一途をたどっており、今後さらなる
誘客努力と経営改善を図りながら、お客さまに愛され、持続できる温泉
保養施設として再生を図って参りたいと考えていますので、引き続きご
支援のほど、よろしくお願い申し上げます。
つきましては、誠に心苦しい限りではございますが、本年10月１日から、
次のとおり料金を改定します。

■大人　600円　　　■健康福祉風呂　2,000円

※高齢者および障がい者の方への制度は従前どおりです。
また、緩和措置としまして、10月１日前にお持ちになられている入浴
券および回数券等はそのままご利用できます。

温泉保養施設所長　

かもだ岬温泉からのお知らせ

9　広報あ な ん 2017.05



●教育長報告
①幼・小・中学校卒業証書授与式について
②教職員人事異動について
③３月議会の報告

●阿南市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則につ
いて（総務課）

●阿南市教育委員会公印規則の一部を改正する規則について
（総務課）

●阿南市認定こども園施設整備費補助金交付要綱の制定につい
て（学校教育課）

●阿南市私立幼稚園就園奨励事業費補助金交付規則の一部を改
正する規則について（学校教育課）

●阿南市文化財保護審議会委員の委嘱について（文化振興課）

※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ

３月定例会（３月17日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより
■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○ちりめん細工＆手作り小物展　～７日㈰まで
○グラデーションアート　９日㈫～21日㈰
○石をモデルに　23日㈫～6月4日㈰
■体験コーナー

○楽しくプリザーブドフラワーアレンジ
　14日㈰　13:00～15:00
【申込締切日】12日㈮
【参加費】2,500円　【定員】10人
【持参物】あればハサミ

○ＬＥＤグラス体験
　27日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】6月10日㈯
【参加費】500円　【定員】20人
【持参物】ビン（コーヒービン）

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ

光 ５月の催しのまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件　数
死　者
負傷者

187件（563）
0人（    0）
17人（  67）

救 急 件　数
搬送人員

251件（912）
239人（873）

火 災 件　数
損害額

3件（    6）
0千円（6,069千円）

●阿南署管内平成29年３月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

農
用
地
区
域
の
変
更
申
請

（
除
外・編
入
）は
お
早
め
に

　

市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
「
農
用

地
区
域
」
の
平
成
29
年
度
前
期
の

変
更
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、申
請
書（
農

林
水
産
課
備
え
付
け
）
に
必
要
書

類
等
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈪
～
31
日

㈬提
出
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林
水

産
課
企
画
係（
☎
22

－

１
５
９
８
）

へ
量
水
器
の
位
置
確
認
の

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

上
水
道
施
設
の
適
正
な
管
理
と

漏
水
等
の
復
旧
作
業
を
迅
速
に
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
立
ち
入
り

調
査
を
行
い
、
上
水
道
情
報
管
理

デ
ー
タ
の
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

調
査
を
行
う
際
は
事
前
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

調
査
対
象
地
区　
那
賀
川
町

調
査
内
容　

▼
道
路
内
の
水
道
管
の
埋
設
位
置

や
弁
栓
類
の
調
査

▼
各
戸
の
量
水
器
の
位
置
確
認

期
間　

５
月
～
８
月
末
日
ま
で

（
予
定
）

※
調
査
員
は
阿
南
市
水
道
部
委
託

者
の
腕
章
等
を
つ
け
、
調
査
業
務

従
事
者
の
証
明
書
を
携
帯
し
て
い

ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
水
道
課
（
☎
22

－

３
２
９
５
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

春
の
行
楽
期
に
お
け
る
交
通
事
故

の
防
止

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
中
、
い
ろ
い
ろ

な
行
楽
地
へ
自
動
車
で
出
か
け
る

方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
県
外
の
旅
行

先
へ
マ
イ
カ
ー
で
出
か
け
る
場

合
、
日
程
に
無
理
の
な
い
計
画
を

立
て
、
心
と
体
に
余
裕
の
あ
る
運

転
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
県
内
で

は
、
県
外
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
地
元

の
道
を
走
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

譲
り
合
い
の
気
持
ち
を
持
っ
て
運

転
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
や
歩
行
者
の
方
も
交
通

ル
ー
ル
を
守
る
と
と
も
に
、
特
に

薄
暮
時
、
自
転
車
の
方
は
早
め
に

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
歩
行
者
は
反

射
材
を
活
用
す
る
な
ど
、
自
分
の

存
在
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ア
ピ
ー
ル

し
、交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
短
期
講
座

受
講
者
募
集

　

今
の
自
分
に
適
す
る
ハ
ー
ブ
テ

ィ
ー
を
み
つ
け
よ
う
！

日
時　
5
月
30
日
㈫　

午
後
７
時
～

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　
12
人

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職
場

を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青
少

年
（
学
生
を
除
く
）

参
加
費　
3
０
０
円（
お
み
や
げ
付
）

※
当
ホ
ー
ム
未
登
録
者
は
、
利
用

者
協
議
会
費
１
０
０
０
円
（
年
会

費
）
が
必
要

講
師　
松
下
美
穂
さ
ん

申
込
締
切
日　
5
月
22
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42

－

４
５
７

２
）
へ
（
受
付
時
間
は
平
日
午
後

１
時
～
８
時
）

広報あ な ん 2017.05　10



地域の新しい力となる

地域おこし協力隊だより
vol. ８④地域おこし協力隊の活動

は初めてで、分からないこ
とばかりですが、地域の皆
さまに１日でも早く知って
いただけるよう活動してい
きます。野球のまち阿南で、
どれだけ野球を通じて桑野
から阿南へ、徳島へ、そし
て日本、世界へ発信できる
ように１日１日の過ごし方
を無駄にしないように楽し
んでいきたいです。

平成28年度から、本市では初となる「地域おこし協力隊」
（３人）を導入し、地域の情報発信、空き家調査、イベン
ト開催等で地域力向上に努めました。今年度から、さらに
隊員５人を追加配置します。また、多様化する移住相談に
対して瞬時に対応できる機動力を備え、きめ細やかな相談
体制を整えるため、定住促進課内に「移住促進コーディネ
ーター」を２人配置します。
新しく加わる地域おこし協力隊隊員と移住促進コーディネ
ーターをご紹介します。（①前住所地、②趣味、③好きな
言葉、④自己紹介・抱負など）

①東京都②旅、運動、ＤＩ
Ｙ、野球倫理③人生は正し
いより楽しむこと

山本慎二郎さん（30歳）

桑野地区

④私は、阿南市出身で、名
古屋の大学に進学したので
すが、生まれ育った阿南市
で市民の方々のためになる
仕事がしたいと思いＵター
ンしました。協力隊として、
富岡の商店街を盛り上げ、
地域の方々が交流できるイ
ベントなどを企画したいと
考えています。街で見かけ
たら気軽に声を掛けてくだ
さい。

①愛知県②料理③笑う門に
は福来る

西谷みどりさん（23歳）

富岡地区

④新野を出て十数年、東京
での生活に慣れてきたこ
ろ、帰省した時に、新野の
人たちの暮らしがとても輝
いてみえました。豊かな自
然に囲まれて、街や人、文
化を大切にしている生活に
感動し、「いつか」ではな
く「今」帰りたい、という
気持ちになりました。協力
隊の活動を通し、新野の魅
力を伝えたいと思います。

④阿南市の良さを全国にＰＲ
し、移住者増を目標とし、空
き家の利活用を促進していけ
ればと奮起しています。十数
年前に、「これからは地方に
付加価値を見いだす波が来
る」と当時の大学の教授に投
げかけた言葉を体現するよう
な業務に就くことができ、喜
びと緊張で打ち震えていま
す。阿南市が全国から注目さ
れるようまい進します。

④前職はウエディングプラン
ナーとして、関西や静岡、フ
ランスで働いてきましたが、
地元の徳島をもっと多くの人
に知ってほしいという思いが
強くなりＵターンしました。
阿南市の豊かな自然や文化、
気さくで温かな人々などの魅
力を発信し、たくさんの方に
「移住をするなら阿南」と思
っていただけるようまい進し
ます。

④大阪生まれの大阪育ち。
鳥取県（父）と高知県（母）の
田舎ブレンドとして、シテ
ィボーイの生活を送ってい
ましたが、ＤＮＡがそれを
許さず、長崎県で民泊に関
わる仕事をしていました。
新野ではシームレス民泊を
拡充させたいです。卒業後
は半農半Ｘ

エックス

の生活を実現す
るため起業し、阿南市で人
生を歩んでいきたいです。

①東京都②食べること③温
故知新

久米可奈子さん（31歳）

②ドライブ③晴耕雨読

横田 陽彦さん（30歳）

②旅行、散歩③闘志なき者
に栄光なし

高岡亜由美さん（30歳）

①大阪府②カメラ、スノー
ボード、ダーツ、将棋③あ
きらめるな！しがみつけ！

蔵本 准平さん（32歳）

新野地区

移住促進
コーディネーター

移住促進
コーディネーター

新野地区

④私は、群馬県出身で、５
年間奈良県に住んでいまし
た。徳島県に来るのは初め
てですが、県外出身からの
目線で、阿南市の魅力を発
見したいと思っています。
まだまだ分からないことが
多いですが、他の隊員や地
域の方々と協力し、阿南市、
富岡地区の良さを発信して
いきたいと思います。よろ
しくお願いします。

①奈良県②一眼レフカメ
ラ、パズル③立ち止まるこ
となく歩み続ける

内藤 千尋さん（24歳）

富岡地区
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東南海・南海地震で発生が予想
される津波に対する避難地不足
を補うため、平成21年度から
整備してきた津乃峰地区防災公
園が完成しました。公園は、敷
地面積が20,900㎡で、およそ
4,500人の避難が可能。備蓄倉
庫や耐震性貯水槽、防災対応型
ベンチなどを備えています。ま
た、平常時には、スポーツやレ
クリエーションなど住民の憩い
の場として活用されます。総事
業費は約８億8,400万円で、そ
のうち用地費は33％、工事費
は50％が国からの交付金です。
３月26日に行われた開園式典
では、関係者など約 70人が出
席し、テープカットや津乃峰小
学校児童の防災活動報告が行わ
れました。

「第１回富岡公民館長杯子ども将棋大会」（富岡将棋主催）が、富岡
公民館で３月18日に開催されました。大会には、小学生から高校
生までの55人が参加。経験者と初心者部門に分かれてリーグ戦を
行い、上位者がトーナメントを行い各部門の優勝をめざしました。
出場した川西晶翔さん（８歳・中林町）は「将棋は、面白いです。
たくさん対局して、強くなりたいです」と話していました。

３月21日、プロ野球元阪神タイガース監督の岡田彰布さんから、
サイン入りのユニホームほか４点を徳島岡田会を通して阿南市にご
寄贈いただきました。岡田さんは昭和55年から約15年間の現役生
活後、阪神の監督などを歴任。今回の寄贈品は「野球のまち阿南」
に協力したいという思いからいただいたもので、５月８日以降は新
庁舎２階市民交流ロビーに展示予定です。

総務省消防庁消防団協力事業所表示証（ゴールドマーク）の伝達式
が３月17日に消防本部で行われ、王子製紙㈱富岡工場に交付され
ました。ゴールドマークは、消防団員の確保に取り組み、消防団活
動に協力し顕著な功績が認められる事業所に対し交付されるもの。
市内でゴールドマークの認定をうけた事業所は、㈱タクマテクノス
西日本支社阿南事業所に続き２社目です。

命を守る砦
とりで

が完成
津乃峰地区防災公園

真剣なまなざしで対局　子ども将棋大会が開催

岡田元阪神監督　ユニホームなどを寄贈

王子製紙㈱富岡工場　ゴールドマーク認定

阿南市や地域の出来事を
いち早くチェック！

市ホームページからご覧いただけます。
http://www.city.anan.tokushima.jp/

阿南市フェイスブック
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「野球のまち阿南推進協議会」が取
り組んでいた四国霊場八十八箇所に
ちなんだモニュメント「89番野球
寺」が道の駅「公方の郷なかがわ」
に完成しました。モニュメントは、
彫刻家の福島隆資さん（那賀川町）
が制作したバッターやグラブをイメ
ージした石像（2.5メートル）。背景
の壁画は、絵本画家の羽尻利門さん

（見能林町）が、描いたものです。
３月19日の落成式では、除幕のほ
か、「ＡＢＯ60」のダンスやスポー
ツジャーナリストの二宮清純さんの
講話などが行われました。

野球のまち阿南に
新しい名所が誕生

新野町の住民などが取り組んでいる
「シームレス民泊」が、平等寺「坊
主の宿」で４月８日に開業しました。
この取組は、民家を平時は民泊施設
として運営し、災害時には避難所と
して活用するもの。平等寺では、住
居客間３部屋を利用。副住職の谷口
真梁さん（38歳）は、「気軽に泊ま
って、新野町で英気を養ってほしい」
と話しました。同町では、他４軒が
開業をめざしています。

宿泊所と避難所を兼ねる
シームレス民泊が開業

自衛隊への理解を深めてもらおう
と、徳島駐屯地で開設５周年記念行
事が４月２日に開催されました。当
日は、観閲式に続き、格闘展示や模
擬戦闘訓練展示、戦車の体験搭乗な
どが行われ、多くの参加者でにぎわ
いました。上間貴文さん（30歳・
羽ノ浦町）は、「戦闘訓練はとても
迫力がありました。普段見ることが
できないので、来てよかったです」
と話していました。

徳島駐屯地開設５周年
記念行事が催される

阿南高専で「創立50周年記念材料
工学棟」の竣工式典が３月23日に
挙行されました。同施設は卒業生や
地元企業などからの寄付を原資とし
て完成したもので、最先端技術に対
応した化学・材料分析用の機器が設
置されています。式典では、同校の
寺沢計二校長が「積極的に企業など
にも開放し、地域の発展に少しでも
寄与できれば幸いです」とあいさつ
を述べていました。

地域産業にも開放
高専に材料工学棟が完成

羽ノ浦すみれ保育所と羽ノ浦こばと保育所を統合
した認定こども園「岩脇こどもセンター」の落成
式が３月26日に行われました。同施設は保育だ
けでなく、在宅での育児に不安をもつ保護者やそ
の家族へ支援を行う「地域子育て支援センター」
の併設など、保護者の多様なニーズにも対応しま
す。受入定員は０歳児から５歳児までの150人。
総事業費は約８億2,000万円です。

市内４番目の認定こども園
「岩脇こどもセンター」が落成
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あなん
カルチャー

子
ど
も
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
期
間
中
、
子
ど
も
向
け
の
科
学
実
験
や
工
作

が
で
き
る
特
設
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
す
。
い

ず
れ
も
予
約
不
要
、
参
加
無
料
で
す
。

日
時　
５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

お
楽
し
み
科
学
講
座

日
替
わ
り
科
学
工
作
（
期
間
中
の
毎
日
、
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
）

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
期
間
中
の
毎
日
、
午
前

11
時
～
、
午
後
２
時
20
分
～
の
２
回
実
施
）

ビ
ッ
グ
シ
ャ
ボ
ン
玉
で
遊
ぼ
う
（
期
間
中
の
毎

日
、
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
）

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　
期
間
中
の
毎
日

午
前
10
時
30
分
～
、
午
後
１
時
30
分
～
、
３
時

～
の
３
回
実
施

投
影
番
組
「
星
は
な
ぜ
光
る
」

※
く
わ
し
く
は
、
４
月
中
旬
に
小
中
学
校
を
通

じ
て
配
布
さ
れ
た「
科
学
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市内を中心とした美術愛好家の皆さんの力作をぜひご
覧ください。入場は無料です。
日時　５月３日㈷～５日㈷　9:00～17:00
　　　※５日㈷は16:00まで
場所　夢ホール（文化会館）視聴覚室、研修室
出品作品　書道、日本画、洋画、写真、美術工芸
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ 第56回 阿南市美術展

日時　６月18日㈰　
　　　レッスン開始　①10:00～　②13:40～
場所　コスモホール（情報文化センター）
聴講料　1,000円（未就学児・小中高校生無料）
聴講申込　電話またはメールでお申し込みください。
※受講生の募集（受講料2,000円　５月10日㈬締め切

り）については、お問い合せください。
申込み・問い合わせは
文化会館「ピアノレッスン」係（☎23－5599）へ
e-mail:yumehallciviccouncil@gmail.com

■ ジュニアのためのピアノレッスンとコンサート

阿南市では「阿南市ウミガメ保護条例」に基づき、ウ
ミガメ保護に努めています。また、阿南市内の海岸に
上陸するウミガメの頭数調査を毎年実施しています。
ウミガメの上陸、または足跡が確認された場合は、文
化振興課までご連絡ください。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ ウミガメ上陸に関するお願い

セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

2016年度オーディエンス賞受賞者、理事会推薦受賞
者による演奏会です。
日時　６月11日㈰
　　　14:00開演（13:30開場）
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　500円（小学生以上）
※未就学児の入場はご遠慮ください。
※無料託児室利用希望の方は１週間前

までにご連絡ください。（☎23－5599）
出演者　山本綾子（ソプラノ）
　　　　Sora Duo（アコーディオン＆サックス）
問い合わせは　文化会館「ロレアコンサート」係

（☎23－5599）へ

■ ロレアコンサート

北條民雄文学賞受賞作品集を、市内図書館・公民館、
県立図書館、県内の市町村の図書館、県民サービスセ
ンター（県庁１階）、県立文学書道館で読むことがで
きます。また、購入希望の方は１冊500円で販売しま
すので、文化振興課までお問い合せください。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ 北條民雄文学賞受賞作品集について

日時　５月20日㈯　14:30～15:20
場所　夢ホール（文化会館）視聴覚室
入場料　前売り　700円／ペア　1,300円
　　　　当日　800円
※０～３歳は無料　※ペアチケットは前売りのみ
プログラム　はらぺこあおむし、アンパンマンのテー

マ、しあわせなら手をたたこうほか
問い合わせは　文化会館「こどものためのおんがくか
い」係（☎23－5599）へ

■ こどものためのおんがくかい
　 おんがくとあそぼ
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子
ど
も
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
期
間
中
、
子
ど
も
向
け
の
科
学
実
験
や
工
作

が
で
き
る
特
設
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
す
。
い

ず
れ
も
予
約
不
要
、
参
加
無
料
で
す
。

日
時　
５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

お
楽
し
み
科
学
講
座

日
替
わ
り
科
学
工
作
（
期
間
中
の
毎
日
、
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
）

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
期
間
中
の
毎
日
、
午
前

11
時
～
、
午
後
２
時
20
分
～
の
２
回
実
施
）

ビ
ッ
グ
シ
ャ
ボ
ン
玉
で
遊
ぼ
う
（
期
間
中
の
毎

日
、
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
）

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　
期
間
中
の
毎
日

午
前
10
時
30
分
～
、
午
後
１
時
30
分
～
、
３
時

～
の
３
回
実
施

投
影
番
組
「
星
は
な
ぜ
光
る
」

※
く
わ
し
く
は
、
４
月
中
旬
に
小
中
学
校
を
通

じ
て
配
布
さ
れ
た「
科
学
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

木
星
観
望
会
（
無
料
）

　

子
ど
も
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
期
間
中
、

ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　
５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷　

午
後
７
時
～

９
時

参
加
方
法　
開
催
時
間
内
に
自
由
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
で
す
。
な
お
、
悪
天
候

の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

土
、
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
20

分
～
の
２
回
。
実
施
時
間
は
約
30
分
で
す
。
テ

ー
マ
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
・
要
予
約
）

　

大
型
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
そ
の
時
期
に
見
え

る
い
ろ
い
ろ
な
天
体
を
見
て
い
き
ま
す
。

日
時　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
７
時
～
、
８
時
～
、

９
時
～
（
１
日
３
回
）

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

５
月
の
休
館
日　

１
日
㈪
、
８
日
㈪
、
15
日
㈪
、
22
日
㈪
、

29
日
㈪

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

阿
波
の
藩
札（
十
五
）

贋
札

　

当
時
、
相
当
額
の
貨
幣
は
必
ず
包
装
し

て
使
用
さ
れ
た
。
特
に
藩
へ
の
上
納
、
贈

物
に
は
必
ず
包
装
し
た
。
藩
札
は
百
枚
を

一
包
と
し
た
。
天
保
小
判
だ
と
何
枚
か
を

一
包
と
し
、
表
に
金
何
両
と
記
入
し
た
。

包
装
に
は
必
ず
金
銀
札
包
役
の
加
印
を
要

し
、
包
み
の
ま
ま
通
用
し
た
。

　

包
み
賃
と
し
て
銀
十
匁
に
銭
二
文
が
徴

収
さ
れ
た
。
地
方
に
お
い
て
包
み
の
ま
ま

売
買
さ
れ
る
時
、
包
み
賃
が
加
算
さ
れ
た
。

　

も
っ
と
も
、
銀
子
を
持
参
し
て
札
を
買

う
場
合
、
包
み
賃
は
不
要
だ
っ
た
。
バ
ラ

札
を
持
参
し
て
包
装
を
希
望
す
る
場
合
、

札
百
枚
に
つ
き
十
文
を
要
し
た
。
こ
れ
は

藩
札
よ
り
金
銀
貨
が
重
ん
じ
ら
れ
た
証
で

あ
る
。

　

損
傷
し
た
札
は
、
銀
札
場
へ
差
し
出
せ

ば
新
札
と
交
換
し
て
く
れ
た
。
こ
の
場
合
、

二
文
の
手
数
料
を
徴
収
さ
れ
た
。

　

も
っ
と
も
、
痛
み
の
激
し
い
札
は
受
け

取
り
を
拒
否
さ
れ
た
。
当
然
、
こ
れ
ら
の

札
は
廃
棄
さ
れ
た
。

　

札
交
換
の
時
、
札
場
金
銀
包
役
越
久
田

加
判
の
場
合
、
胡く

る
み桃
判
を
除
き
、
他
に
も

う
一
つ
の
判
を
加
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

た
。

　

贋に
せ

札さ
つ

を
使
用
し
た
者
は
厳
し
く
処
罰
さ

れ
、
一
族
の
者
も
同
罪
と
さ
れ
た
。
も
っ

と
も
、
訴
え
出
た
者
は
罪
を
許
さ
れ
た
ば

か
り
か
丁
銀
一
枚（
小
判
二
両
相
当
）
を

褒
美
と
し
て
下
さ
れ
た
。

　

当
時
、
縁え

ん

座ざ

法ほ
う

と
言
っ
て
一
人
が
罪
を

犯
す
と
、
身
内
の
者
も
同
罪
と
さ
れ
た
。

近
代
法
で
は
罪
を
犯
し
た
者
の
み
処
罰
さ

れ
、
身
内
の
者
は
処
罰
さ
れ
な
い
。
つ
ま

り
、
縁
座
法
で
は
処
罰
は
当
人
の
み
で
な

く
、
身
内
の
者
ま
で
同
罪
と
さ
れ
た
。
見

せ
し
め
の
た
め
で
あ
る
。

　

当
時
、
贋が

ん

造ぞ
う

札
は
多
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
不
良
札
す
べ
て
を
贋
造
と
す
る
の
は

誤
り
で
あ
る
。
中
に
は
正
札
と
ほ
ぼ
同
一

の
も
の
も
あ
り
、
一
般
の
者
に
は
真
贋
の

判
別
が
困
難
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
贋
札
の

中
に
は
巧
妙
な
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。

　

特
に
銀
札
場
関
連
者
の
中
に
楮こ

う
ぞ紙
を
横

領
し
て
贋
造
札
を
製
造
す
る
者
が
い
た
。

そ
の
た
め
紙
質
を
も
っ
て
真
贋
を
論
じ
る

こ
と
は
む
ず
か
し
か
っ
た
。

　

汚
職
と
贋
札
造
り
は
腐
敗
し
た
社
会
の

泥
沼
に
咲
く
毒
花
で
あ
っ
て
、
い
つ
の
時

代
に
お
い
て
も
あ
っ
た
。

　

贋
造
札
及
び
行
使
に
対
し
て
幕
府
並
び

に
藩
当
局
は
厳
罰
を
も
っ
て
臨
ん
だ
が
、

根
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

参
考
の
た
め
当
時
の
罰
則
を
紹
介
し
よ

う
。
町
人
・
百
姓
が
贋
造
及
び
変
造
を
行

っ
た
場
合
、
変
造
は
磔

は
り
つ
け、
行
使
は
獄
門
、

情
状
酌
量
す
べ
き
者
は
斬
首
と
し
た
。
つ

ま
り
、
全
て
死
刑
で
あ
っ
た
。

　

士
分
は
財
産
没
収
、
切
腹
、
減
知（
知

行
＝
収
入
を
減
ら
す
）
遠
島
に
処
さ
れ
た
。

ほ
と
ん
ど
切
腹
、
財
産
没
収
処
分
だ
っ
た
。

　

村
か
ら
罪
人
が
出
た
場
合
、
村
全
体
の

連
帯
責
任
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
村
人

同
士
が
互
い
に
ス
パ
イ
し
あ
っ
た
。（続

く
）

参
考　

湯
浅
良
幸
著　
『
阿
波
貨
幣
史
』

阿
南
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大
級
の
ホ
ー
ル
・
ア
ス
テ
ィ
徳
島

で
も
演
奏
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
20
歳
に
な
り

ま
す
が
、
８
年
間
バ
ン
ド
生
活
を

し
て
き
て
、
い
つ
の
間
に
か
音
楽

が
生
活
の
一
部
と
な
り
、
お
客
さ

ん
か
ら
拍
手
や
笑
顔
を
も
ら
い
、

励
ま
さ
れ
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
あ
の
日
の
バ
ン
ド
マ
ン

に
近
づ
い
て
い
る
の
か
な
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
僕
た
ち
人
間
は
、

死
ぬ
ま
で
何
か
の
目
標
に
向
か
っ

て
全
力
で
挑
戦

し
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
僕
は

全
力
で
歌
い
ま

す
。
ま
ず
は
、

自
分
が
育
っ
た

徳
島
を
最
高
に
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
で
す
。
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
一

度
遊
び
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
だ
け
で
、
皆
さ
ん
の
明
日
も

何
か
が
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

僕
の
よ
う
に
。

　

次
は
、
柳
島
町
の
酒
井
勇
也
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会
選

短
　
歌

佳
作	

　
　
　
　
　
　

近
藤
美
智
子

幾
年
も
定
め
の
道
を
共
に
来
て
夫
の
遺
影
は
何
も
語

ら
ず

佳
作	

　
　
　
　
　
　

宮
崎
喜
美
子

髪
の
毛
の
先
よ
り
汗
の
垂
る
る
日
に
芙
蓉
咲
き
初
む

そ
よ
ろ
一
輪

佳
作	

　
　
　
　
　
　

近
藤　

千
代

ヒ
マ
ワ
リ
の
炎
暑
続
き
て
葉
を
垂
ら
す
夕
べ
早
き
に

な
だ
め
水
や
る

佳
作	

　
　
　
　
　
　

森
岡　

圭
子

若
き
日
の
白
衣
に
挿
し
た
ま
ま
の
ペ
ン
遠
近
法
の
奥

に
光
れ
り

佳
作	

　
　
　
　
　
　

清
水　

利
子

ベ
ッ
タ
リ
と
汗
の
沁
み
い
る
道
中
着
素
顔
の
女ひ

と

は
逆

打
ち
へ
ん
ろ

佳
作　

	

　
　
　
　
　

佐
坂　

恵
子

落
ち
そ
う
で
落
ち
ず
に
星
を
生
み
続
く
線
香
花
火
に

寄
り
ゆ
く
心

佳
作	

　
　
　
　
　
　

青
木　

恭
子

未
熟
児
で
生
ま
れ
し
曽
孫
よ
う
や
く
に
大
き
く
な
り

て
膝
に
重
た
し

佳
作	
　
　
　
　
　
　

小
田　

和
子

夢
繋
ぎ
リ
レ
ー
四
人
は
東
京
へ
感
動
我
ら
に
五
輪
終

り
ぬ

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

鳥
海　

勇
二

友
誘
い
花
見
を
か
ね
た
ク
ラ
ス
会

　

小
学
６
年
生
の
時
、
と
あ
る
近

く
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
行
っ
た
の

が
、
全
て
の
始
ま
り
で
し
た
。
そ

こ
で
見
た
光
景
は
、
何
か
を
訴
え

か
け
よ
う
と
全
力
で
演
奏
し
て
い

る
バ
ン
ド
マ
ン

の
姿
で
し
た
。

演
奏
が
終
わ
る

と
至
っ
て
自
然

体
の
出
演
者
の

皆
さ
ん
に
、
な

ん
と
も
言
え
な

い
感
情
を
覚
え

ま
し
た
。
そ
の
日
か
ら
ひ
た
す
ら

演
奏
の
練
習
を
重
ね
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Let’s e
njoy

としょかんライフ

阿南市立図書館だより
５月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
阿 南 図 書 館
9:00〜18:00
土日は17:00まで

休 休 休 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 休 休 休 休 ☆ 休 ◆ ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 休 休 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◆…阿波公方の苑美化作業

那賀川図書館　☎ 42－3111ＦＡＸ 42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　13日㈯　８：30～10：00
　※雨天の場合は21日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎ 44－2100ＦＡＸ 44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～14:30

対象　市内在住の方　　日時　６月～11月までの毎月第２水曜日13:30～15:00
場所　阿南図書館３階　視聴覚室　　募集人数　30人程度
申込方法　住所、氏名、電話番号を記入のうえ、はがきでお申し込みください。
※いただいた個人情報等は目的以外に使用しません。
申込締切日　５月16日㈫（希望者多数の場合は抽選）
申込み・問い合わせは　〒 774‐0011　領家町本荘ケ内121番地　阿南図書館内市史編さん室（☎22－1573）へ

阿 南 図 書 館　☎ 23－2020ＦＡＸ 23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
（第１〜第４木曜日）10:30～11:00  

　※第１木曜日はお休みです。 那賀川図書館では、土曜日10:00からバックグラウンドミュージ
ックとしてピアノ演奏を行っています。（毎年４月・５月はお休み）
中学生の皆さん、那賀川図書館でグランドピアノを弾いてみませ
んか。６月から来年３月までの期間、演奏してくれるボランティ
アを募集します。
募集人数　10人（応募多数の場合は抽選）
募集期間　５月６日㈯～20日㈯
応募方法　図書館３館に置いてあるチラシの申込書を、那賀川図

書館に提出してください。（ファクス可）
問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

中学生ピアノ
ボランティア募集

問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

巡回日 巡　回　場　所 時　間
10日㈬ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
11日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

17日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
18日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30

大 潟 分 館 前 15:00～15:30
19日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
25日㈭ 橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30

橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

26日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00
中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

移動図書館車「ひまわり号」５月の巡回日程

「古文書を読む会」受講者募集市史編さん室より
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阿南税務署からのお知らせ
阿南税務署は、庁舎建替えのため、５月
19日㈮の執務終了後、ＪＲ阿南駅東側の
仮庁舎へ移転します。
仮庁舎での執務開始日　５月22日㈪
仮庁舎住所　
〒774‐0030　富岡町今福寺14番地1

【案内図】

問 阿南税務署（☎22－0414）へ
　 ※電話番号は変更ありません。

憲法週間行事 無料法律相談
弁護士が皆さんのご相談に応じます！
日時　５月11日㈭　9:30～15:00
※予約制
※相談時間は30分
場所　徳島地方・家庭裁判所
定員　50人（午前25人、午後25人）
申込方法　電話でお申し込みください。
※定員に達し次第申込みを締め切ります。
問 徳島地方裁判所総務課庶務係
　 （☎088－603－0111）へ　
※平日9:00～17:00

杜のホスピタルコンサート
●クニ三上ＪＡＺＺコンサート
日時　５月16日㈫　14:00～
場所　杜のホスピタルOTホール
出演　クニ三上（ピアノ）、横山和明（ド

ラム）、池田　聡（ベース）
演奏曲　イパネマの娘、崖の上のポニョ、

バッハメヌエットほか
●トイピアノコンサート
日時　５月27日㈯　14:00～
場所　杜のホスピタルOTホール
出演　畑　奉枝（トイピアノ・ピアノ）、　
　　　椎名友樹（マリンバ） 
演奏曲　フィドル・ファドル、アメージン

ググレイス、銀色の猫ほか
※入場無料
問 杜のホスピタル（☎22－0218）へ

平等寺・轟神社ウオーク
日程　５月13日㈯　※小雨決行
集合　11:00　新野駅前
コース　平等寺、轟神社を回り新野駅前に

帰る約５キロ
持参物　弁当、飲み物、健康保険証、雨具

など
※傷害保険には加入していますが、保険適
用外の事故等は責任を負いません。
問 阿南歩こう会　新川（☎22－3188）へ

是枝裕和監督作品
映画

「海よりもまだ深く」

日時　５月14日㈰
　　　①10:30～12:27　②14:00～15:57
場所　夢ホール（文化会館）
入場料

前売り 当日
シニア 1,000円 1,100円

一般・大学生 1,300円
小・中・高生 －    500円

チケット販売場所　平惣書店（阿南センタ
ー店・羽ノ浦国道店）、
アピカ、フジグラン阿
南店、中富書店、市民
会館、文化会館、情報
文化センター

問 あなんで映画をみよう会
　 （☎090－2788－5465）へ

羽ノ浦こどもの日
凧揚げ大会

大人も子どもも角凧揚げにチャレンジ、凧
揚げを楽しみましょう！新しい体験をして
ください。
日時　５月５日㈷　10:00～15:00
※雨天の場合は中止
場所　那賀川河川敷第３緑地公園
　　　（羽ノ浦町明見）
※子ども用の貸出し凧あります。（無料）
問 羽ノ浦町おやじの何でも塾　福井
　 （☎090－5717－7334）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会

日時　５月13日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　 （☎088－679－4440）
土・日曜日は地域会員　花野
（☎090－3787－0305）へ

県立南部テクノスクール
受講生募集

訓練科　介護初任者研修科１
対象　離転職者等で、公共職業安定所から

受講あっせんを受けた方
内容　徳島県介護職員初任者研修課程
定員　15人
訓練期間　７月５日㈬～10月４日㈬　
　　　　　日・祝日、お盆は休校
訓練時間　9:15～16:35
場所　阿南建設会館
受講料　無料　
※テキスト代は自己負担
申込期間　５月15日㈪～６月14日㈬
申込先　居住地を所管する公共職業安定所
問 公共職業安定所または南部テクノスクー
ル（☎26－0250）へ

夢ホール市民協議会
ホールボランティアの募集

全国各地の公立文化施設で市民ボランティ
アが活躍中です。地域の文化力アップのお
手伝いに参加しませんか。 催し物のお客
さまをお迎えする係です。笑顔が増えるボ
ランティアです。研修会もあります。
対象　高校生以上の方
活動場所　夢ホール（文化会館）、コスモ

ホール（情報文化センター）　
問 特定非営利活動法人夢ホール市民協議
会夢つくりあなん（☎23－5599）へ

「あなんパーソナル・
サポート・センター」

生活や仕事などで不安を抱えている方の支
援や就職のサポートを行います。まずは支
援員にご相談ください。秘密は厳守します。
場所　富岡町玉塚21番地　里見ビル１階
相談時間　8:30～17:15
※土・日・祝日、12月29日～１月３日を除く
問 あなんパーソナルサポートセンター
　 （☎0120－928－764）へ

YMCA
イベント開催！

場所　YMCA阿南国際海洋センター
申込方法　電話でお申し込みください。
●夏だ！海だ！マリンスポーツ！
カヤックやカヌーで大きな海で大冒険！お
友達と一緒にキャンプしよう！
日時　６月10日㈬～11日㈭（１泊２日）
対象・定員　小学１年生～６年生
　　　　　　25人程度
参加費　現地集合解散11,340円（税込）

道の駅「なかがわ」集合解散
12,420円(税込)

受付期間　５月１日㈪～
問 YMCA阿南国際海洋センター
　 （☎33－1221）へ

市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。
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平成29年度 吉野川・那賀川
合同総合水防演習のご案内

いつ起こるか予想できない災害から私たち
の命や財産を守るために、地元消防団を始
めとする幅広い防災関係機関の参加のもと、
吉野川・那賀川合同総合水防演習を開催し
ます。入場無料ですので、ぜひ一緒に見て、
学んで、体験してください。
日時　５月21日㈰　9:00～12:00　
※雨天決行（ただし洪水時は中止）
場所　徳島市民吉野川運動広場（徳島市住

吉４丁目 吉野川大橋下流 南岸河川
敷）

内容　水防工法、人命救助訓練、ライフラ
イン復旧、防災体験コーナーなど

問 国土交通省　四国地方整備局
　 那賀川河川事務所 調査課
 　（☎22－6461) へ

阿南合唱団　団員募集
楽しく一緒に歌いましょう！
練習日程　毎週木曜日　19:30～21:30
場所　ひまわり会館　21世紀室

問 阿南合唱団　飯田（☎23－1735）へ

徳島ヴォルティス徳島県民デー
徳島ヴォルティスは、７月１日㈯実施の徳
島ヴォルティスVS愛媛FC戦に県内にお住
まいの小中高生を無料でご招待します。ま
た、阿南市役所を発着予定とする無料シャ
トルバスの運行も行いますので、ぜひ、こ
の機会にスタジアムで徳島ヴォスティスを
応援しましょう！
日時　７月１日㈯　19:00キックオフ
場所　鳴門・大塚スポーツパークポカリス

エットスタジアム
■無料シャトルバス運行
発着場所　阿南市役所（予定）
入場チケット　事前申込みにてチケットの
手配も可能です（Ａ自由席が2,500円、ホ
ーム自由席が2,000円）。県内にお住まい
の小中高生は、Ａ自由席に無料でご入場い
ただけます。
申込方法　電話、はがき、ファクスまたは
メールで、氏名、年齢、住所、電話番号、
チケットの要不要、席種（Ａ自由席または
ホーム自由席）を記入のうえ、お申し込み
ください。
申込締切日　５月26日㈮
問 〒774‐8501　富岡町トノ町12番地３
　 スポーツ振興課
 　（☎22－3394、FAX22－4785）へ

裁判員Q＆A and法廷見学
日程　毎月第４金曜日　13:30～15:00
※５月、８月、平成30年３月は実施しません。
場所　徳島地方裁判所
内容　刑事裁判傍聴、裁判手続、裁判員制

度の説明および質疑応答、裁判官へ
の質問コーナー、法廷内見学

定員　30人
申込方法　来庁、電話、ファクスで希望日

時、人数、連絡先、担当者の氏
名をお知らせください。

問 徳島地方裁判所総務課庶務係
　 （☎088－603－0111）へ

市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。７月号の締め切りは５月31日㈬です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

ポリテクセンター
徳島
職業訓練生募集

募集訓練科　
▶電気設備技術科（６カ月）
▶住宅リフォーム技術科（６カ月）
訓練期間　７月３日㈪～12月27日㈬
▶CAD機械科（７カ月）
▶住環境計画科（７カ月）
訓練期間　７月３日㈪～
　　　　　平成30年１月31日㈬
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　５月１日㈪～６月５日㈪
問 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

３分間でできる
健康体操
真向法講習会

座ってできるストレッチング！たった４つ
の動作で足腰が柔軟になり、若さが保たれ
ます。初心者の方もお気軽にご参加くださ
い。
日時　５月17日㈬　13:00～15:00
　　　（受付12:30より）　
場所　富岡公民館１階　和室
講師　公益社団法人　真向法協会
　　　会長　佐藤良彦先生
参加費　無料（申込不要）
持参物　タオル、飲み物
※体操のできる服装でお越しください。
問 阿南真向会　杉本（22－5140）へ

第28回那賀川流域センチュ
リーランの開催は10月１日㈰
を予定しています。 

詳細については、決まり次第ご案内します。
最新情報は市ホームページ（トップページ
の「観光・イベント」タブをご覧ください）
または、大会ホームページ（http://
centuryrunhanoura.web.fc2.com/）に掲
載します。

問 那賀川流域センチュリーラン実行委員
会事務局（スポーツ振興課内☎22－
3394、FAX22－4785）へ
e-mail:taiiku@anan.i-tokushima.jp

合気道教室
練習生募集

合気道を学びながら日本武道の礼儀や心を
養ってみませんか。子どもたちの強く、優
しく、たくましい心と身体の育成を願って
教室を開いています。
対象　５～15歳
稽古日時　毎週金曜日　19:00～20:00
場所　武道館（大潟町）
受講料　月額2,000円
※別途入会金2,000円が必要です。
問 合気道敷島塾阿南道場　川越
　 （☎49－4077）へ

阿南こども
将棋教室
新入生募集

初心者歓迎します。駒の動かし方・ルール
が分からなくても講師が分かりやすく指導
します。論理的な思考や礼儀作法が身に付
きます。
日程　土曜日　9:00～12:00
※くわしくはお問い合わせください。
場所　ひまわり会館２階　和室
対象　4歳から小学生、中学生、高校生ま

で（子どもと一緒に習ってみたい大
人の方もお気軽にお問い合わせくだ
さい）

参加費　１人500円（初回体験は無料）
※申込方法等くわしくは、お問い合わせく
ださい。

問 日本将棋連盟普及指導員　西岡
　 （☎090－6888－5686）へ
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電話での健康相談・栄養相談

随時受け付けています。電話にてお問い合
わせください。

受付日時　平日8:30～17:00

問 保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室

日時　５月18日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）

問 保健センター（☎22－1590）へ

健康いきいき情報

 献血にご協力ください（５月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

11㈭

阿 南 警 察 署 富岡町 9:30〜10:30

原 田 病 院 富岡町 11:50〜12:50

南部総合県民局
阿 南 庁 舎 富岡町 13:40〜14:30

阿 波 銀 行
阿 南 支 店 富岡町 15:10〜16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

Ｂ型・Ｃ型肝炎の講演会と
Ｂ型肝炎特措法の無料相談会

日時　５月27日㈯
場所　文化会館１階　工芸室　
内容　
●講演　13:30～15:00
演題　B型・C型肝炎の最新治療
講師　徳島赤十字病院、日本肝臓学会専門

医　野々木理子さん

●Ｂ型肝炎ウイルス感染者の救済のための
特別措置法説明会・個別相談会 
15:15～17:00（受付16:00まで）
主として、Ｂ型肝炎特措法に基づく救済要
件に該当するかについて
全国Ｂ型肝炎訴訟大阪弁護団 
※入場無料、申込不要

問 弁護士　真鍋直樹　(上記弁護団） 
　 （☎06－6110－9789）　へ
Ｂ型肝炎訴訟の相談　
上記弁護団（☎06－6647－0300）へ

平成29年度高齢者の肺炎球菌
感染症予防接種について

平成26年10月から定期接種になったこの
ワクチンは、肺炎球菌による肺炎の予防、
また重症化を予防します。
対象者の方は、４月中に個人通知していま
す。

対象者　
①平成29年度中に、65歳、70歳、75歳、
80歳、85歳、90歳、95歳、100歳に
なる方

②60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎臓・
呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイル
スによる免疫機能に障害を有する方

※②の方は医師に相談してください
※①、②の方共に過去にこの予防接種を接
種したことがある方は対象外です

実施期間　平成30年３月31日まで
接種費用　4,000円
接種方法・必要なもの

接種費用とお送りする予診票と
接種済証をお持ちのうえ、事前
に予約して医療機関を受診して
ください。

問 保健センター（☎22－1590）へ
里帰り出産等で徳島県外で
予防接種を希望される方へ

里帰り出産などやむを得ない事情により、
定期予防接種を徳島県外で希望される場合、
阿南市が設定している接種料金を上限とし
て、払い戻しができます。
なお、接種前に依頼状を発行する必要があ
りますので、希望される方は事前に保健セ
ンターへ申請してください。

長期にわたる病気等のため定
期予防接種を受けられなかっ
た方へ

慢性心疾患等で長期にわたる療養が必要な
病気にかかったことにより、定期予防接種
の対象年齢内に接種を受けられなかった方
は一定期間内であれば、定期接種として接
種できます。
なお、接種前に申請が必要となりますので、
希望される方は保健センターへご連絡くだ
さい。

問 保健センター（☎22－1590）へ

かもだ岬温泉保養センター

問 かもだ岬温泉保養センター
（☎21－3030）へ

【５月の休館日】
１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪、
29日㈪

「みんな違ってみんないい」
金子みすゞの詩「わたしと小鳥とすず
と」の有名な一節です。この言葉は子
育てにも通じます。
親が「○○な子に育ってほしい」と願
いながら子育てするのはとても自然な
ことです。でもその思いが強すぎて、
子育てにストレスを感じていては元も
子もありません。今は、さまざまな情
報が簡単に手に入ります。ついついネ
ガティブな情報に気を取られ、余計に
不安になることもしばしば。周囲ばか
り気にしていると、比較して悩んでし
まうものです。
「十人十色」容姿も中身も一人一人違
うのと同じように、子育てのやり方も
それぞれに違っていて、どれが正解と
いうものでもありません。
「肩の力を抜いて、自分らしい子育て
を楽しむ」。そんなゆとりを心のどこ
かに持っておきたいものですね。

� 学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ

－十人十色－
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●ベビーマッサージ教室
お肌のふれあいで赤ちゃんもママもリラッ
クス♪便秘や夜泣きにも効果あり。
対象　生後２カ月～１歳頃までの親子
日時　５月10日㈬　	 免疫力UPすくすく

べビマ
　　　　　17日㈬	 お腹すっきり夜ぐっ

すりべビマ
●ベビースキンケア教室
ママの手でできる正しいスキンケア♪
対象　０歳～２歳頃までの親子
日時　５月24日㈬　０歳からのUVケア
　　　　　31日㈬　男の子ママ必見！
	 おちんちんケア

【共通事項】
時間　10:00～11:00　※要予約
場所　那賀川社会福祉会館２階　和室
参加費　１回1,500円
持参物　バスタオル１枚、赤ちゃんの飲み

物（母乳可）
問 RTA指定スクール　PLUS BABY　
　 玉置（☎090－2895－0224）へ

保育士による
ベビーマッサージ
＆スキンケア教室●【男の子ママ限定】

　男の子のデリケートゾーンケア教室
男の子のデリケートゾーンって、どうケア
したらいいの？お風呂での正しい洗い方
は？など学んですぐに実践できるようにな
るママの為の講座です。
対象　０～２歳の男の子とママ
日時　５月10日㈬　10:00～11:00
場所　中野島公民館
材料費　1,500円　※要予約
●子育てママの交流サロン
子育て中のママと赤ちゃん同士が仲良くな
れ、ホッとできるところです。楽しく話を
して情報交換をしよう♪当日お越しくださ
った方には親子写真を撮影し、プレゼント
させていただきます♪
対象　０～２歳のお子さまとママ
日時　５月15日㈪　10:00～11:00
場所　中野島公民館
参加費　無料　※要予約
問 RTA指定スクールRomaly 金光
　 （☎24－8710）へ

赤ちゃんとママの
ふれあい講座

５月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  9日㈫　保健師による身体計測
10日㈬　園庭開放
18日㈭　おはなしのポケット
25日㈭　お誕生会
◇毎週火、木曜日（11:00～12:00）
　園庭開放をしています。

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

  2日㈫　こいのぼりを作ってみよう
  9日㈫　防災公園へおさんぽ
11日㈭　おはなしたんぽぽさんによる読

み聞かせ
16日㈫　みんなで踊ってみよう
18日㈭　子育て講座
23日㈫　おはなしだいすき
30日㈫　お誕生会

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  9:00〜14:00

  2日㈫　３Ｂ体操
  9日㈫　おはなしのポケット
16日㈫　仁木助産師による子育て講座
23日㈫　ミュージックケア
30日㈫　お誕生会

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

  2日㈫　楽しく遊ぼう
12日㈮　｢母の日｣ の
	 フラワーアレンジメント
	 ※要予約
19日㈮　おはなしを聞こう
26日㈮　作って遊ぼう
30日㈫　お誕生会
◇うたって遊ぼう　
９日㈫、16日㈫、23日㈫

みんなのひろば� ☎44−5059

岩脇こどもセンター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　10日㈬　桑野公民館
　　　17日㈬　加茂谷公民館
　　　24日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
２日㈫、９日㈫、16日㈫、19日㈮、
23日㈫、30日㈫
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・
すくすくin阿南

●ファミサポ会員研修会
“身体が喜ぶ地産地消ごはん～みそ作り～”
みそを手作りした後は、会員交流と試食会
を行います。
日時　５月18日㈭　13:30～15:30
場所　ひまわり会館　グルメルーム
参加費　1,000円（２kgのみそつき）
申込締切日　５月12日㈮
※要申込み。参加費は事前にお支払いくだ
さい。　

●ウエルカム阿南交流会
転入者のための交流会です。お友だち作り
や地域の情報交換などができます。保健師
さんによる計測も行っています。
日時　５月25日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館　すこやかルーム
問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

阿南ファミリー・
サポート・センター

平日9:00～16:00（※＝要予約）
  8日㈪　発育計測
10日㈬　母の日のプレゼント製作
12日㈮　高齢者とのふれあい会※
15日㈪　発育計測
17日㈬　ようこそおひさまの集い
19日㈮　ミュージックケアー幼児※
24日㈬　消防署見学※　
26日㈮　おはなしコロリン
29日㈪　ミュージックケアー乳児※
30日㈫ 　お誕生会
※行事によっては有料・申込み制となりま
すので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば

●５月３日㈷
「忍たま乱太郎」キャラ
クターショー（観覧無料）
『カラクリ八方齋の段』
　①11:00～、②14:00～
※お手持ちのカメラによる
　写真撮影会も開催
●５月７日㈰
「あななんすだちスライダーで遊ぼう！」
（参加無料）10:00 ～15:30
「渦戦士エディショー」（観覧無料）
　①11:00 ～、②14:00 ～
あななんもやってくるよ。
場所　福井町舟端１番地
問 J パワー＆よんでんWaンダーランド
　 （☎34－3251）へ

GW はWa ンダー
ランドに集まれ！

て ひ ろば育子
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飼い犬は、登録（生涯１回）と毎年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。
次の日程で犬の登録と予防注射を行っていますので、犬を飼っている方は、最寄りの
場所に必ずお出かけください。　料金6,000円（登録3,000円、注射3,000円）

犬の登録と予防注射のお知らせ

５月 地区 時　　間 場　　　　所

15
日
㈪

見
能
林

9:30～  9:40 旧 才 見 分 館

9:50～10:00 中 林 分 館

10:10～10:20 北 の 脇 石 油 裏 の 庵

10:30～10:40 見 能 林 公 民 館

10:50～11:00 林 崎 正 八 幡 神 社

11:10～11:20 大 潟 分 館

11:30～11:40 旧 津 乃 峰 分 館

桑　

野

13:00～13:10 山 口 分 館

13:20～13:30 川 西 集 会 所

13:40～13:50 桑 野 駅 前

14:00～14:10 大 地 橋 西 詰

14:20～14:30 成 松 集 会 所

16
日
㈫

宝
田
・
中
野
島
・
長
生

9:30～    9:40 石 本 秀 松 園 前

9:50～10:00 宝 田 公 民 館

10:10～10:20 阿南バッティングセンター横

10:30～10:40 上 中 分 館

10:50～11:00 柳 島 老 人 ル ー ム

11:10～11:20 横 見 消 防 詰 所

13:00～13:10 長 生 住 民 セ ン タ ー

13:20～13:30 長 生 隣 保 館

13:40～13:50 西 方 大 将 軍 神 社

18
日
㈭

福
井
・
新
野

9:30～  9:40 福井町総合センター

9:50～10:00 福 井 駅 前

10:10～10:20 旧 福 井 南 小 学 校

10:40～11:00 新 野 住 民 セ ン タ ー

11:10～11:20 新 野 旧 家 畜 診 療 所

13:00～13:10 久 田 橋 東 詰

13:20～13:30 農 協 徳 信 集 荷 場

13:50～14:00 生 谷 バ ス 停

19
日
㈮

大
野
・
加
茂
谷

9:30～  9:40 下 大 野 八 幡 神 社

9:50～10:00 大 野 住 民 セ ン タ ー

10:10～10:20 上 大 野 八 幡 神 社

10:30～10:40 熊 谷 町 集 会 所

10:50～11:00 楠 根 消 防 格 納 庫

11:10～11:20 加茂谷総合センター

13:00～13:10 大 井 小 学 校 前

13:20～13:30 十八女コミュニティセンター

13:40～13:50 お 松 権 現

５月 地区 時　　間 場　　　　所

22
日
㈪

椿
・
椿
泊
・
橘

9:50～10:00 働 々 バ ス 停

10:10～10:20 椿 住 民 セ ン タ ー

10:40～10:50 椿 泊 連 絡 所

13:00～13:10 鵠 分 館

13:20～13:30 海 正 八 幡 神 社

13:40～13:50 橘 町 総 合 セ ン タ ー

14:00～14:10 橘こどもセンター前

14:20～14:30 阿南勤労者体育センター

23
日
㈫

富　

岡

9:20～  9:30 黒 津 地 八 幡 神 社

9:40～  9:50 王 子 バ ス 停 広 場

10:00～10:10 日開野コミュニティセンター

10:20～10:30 三 石 神 社

10:40～10:50 阿南青少年健全育成センター

11:00～11:10 正 福 寺 入 口

11:20～11:30 阿 南 ひ ま わ り 会 館

25
日
㈭

羽
ノ
浦

9:30～  9:40 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

9:50～10:00 春 日 野 中 央 公 園

10:10～10:20 あすみが丘天神神社

10:30～10:40 岩 脇 小 学 校 校 庭

10:50～11:00 羽ノ浦公民館古庄分館

那
賀
川

13:00～13:10 東とくしま農協西原出張所

13:20～13:30 那賀川公民館平島分館

13:40～13:50 出 島 神 明 神 社

14:00～14:10 那 賀 川 公 民 館

14:20～14:30 小 延 日 吉 神 社

14:40～14:50 島 尻 厳 島 神 社

15:00～15:10 阿 南 市 那 賀 川 支 所

■問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

■問い合わせは　環境保全課（☎22－3413）へ

生涯登録を済ませた飼い犬が死亡したとき、犬の所
在地・飼い犬が変わったときなどは届け出が必要です。

・犬の放し飼いは絶対にやめてください。
・公共の場で飼い犬がふんをしたら、飼い主が責任
をもって持ち帰ってください。

届け出が必要です

ご協力ください

飼い犬は、登録（生涯１回）と毎年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。
次の日程で犬の登録と予防注射を行っていますので、犬を飼っている方は、最寄りの
場所に必ずお出かけください。　料金6,000円（登録3,000円、注射3,000円）

犬の登録と予防注射のお知らせ
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは
3日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
4日 木下産婦人科内科医院 学 原 町 ☎23−3600
5日 けんなんメンタルクリニック 日開野町 ☎23−6522
7日 岸 医 院 富 岡 町 ☎23−0272
14日 玉 眞 病 院 宝 田 町 ☎23−0551
21日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
28日 井 原 医 院 見能林町 ☎21−0021

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
市内の医療機関または阿南中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

５月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00〜17：00

スポーツ施設５月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 1・8・15・22・29日
那賀川スポーツセンター 8・10・17・24・31日
羽ノ浦総合国民体育館 1・8・15・22・29日
羽ノ浦健康スポーツランド 1・8・15・22・29日
県南部健康運動公園 2・9・16・23・30日

５月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明
書、所得証明書、所得課税証明書、市・県民税公課証明書、
軽自動車税納税証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・申告等は行っていません。）

５月17日㈬から、新庁舎１階で実施します。
市民生活課（☎22−1116）へ

●納税相談　納税課（☎22−1792）へ

17日㈬　17：15〜18：15

若葉がまぶしい季節。新庁舎が完成しました。庁舎中央には吹き抜けの大空間「あなんフォーラム」が広がります。それは阿南市の魅力を
四方八方へ発散しているよう。新庁舎が市の象徴となり、永く市民に愛される庁舎となるためのスタートが切られました。（谷内）
５月８日から新庁舎低層部での業務が始まります。新庁舎には、正面玄関と地下玄関に電子掲示板「デジタルサイネージ」が設置されてい
ます。市からのお知らせを表示していますので、お立ち寄りの際はぜひ少し足を止めてご覧ください。さて、広報担当２年目の春、新庁舎
とともに気持ちを新たに業務に取り組んでまいります。（藤井）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

５月の相談

法律相談（要予約）	 11日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談員による行政相談	 ９日㈫、23日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談	 26日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116
※混雑時は、お待ちいただくことがあります。

消費生活相談	 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談	 10日㈬
時 13:30～16:00　所 羽ノ浦公民館、那賀川社会福祉会館応接室
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談	 19日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談	１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪、29日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談	（要予約）
日 ２・９・16・23・30日　時 13:00～17:00
日 12・26日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22－0361

年金相談（要予約）	 10日㈬
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※６月の相談日はありません。

人口と世帯数

人口 74,459人 （−329）
（男）35,948人 （−174）
（女）38,511人 （−155）

世帯数 30,654世帯（−8）

※平成29年３月末日現在
　カッコ内は前月対比

５月の市税

●平成29年度分の市県民税・国民健康保険税第１期分から
口座振替を希望される場合は、５月15日㈪までに指定金
融機関の窓口で手続きをしてください。全期前納から期
別納付への変更も同様です。

日曜相談窓口  28日㈰  8:30〜17:00（市役所納税課）

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

市税の納付および分納等の納税相談を受け付けています。
なお、課税の内容についての相談は受け付けておりません。

23　広報あ な ん 2017.05



　

心
豊
か
に
充
実
し
た
生
活
を
送
る
に
は
、

自
身
や
家
族
が
健
康
で
あ
っ
て
こ
そ
。
主
体

的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
そ
の
輪
を

広
げ
て
い
る
の
が
「
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
」
の

皆
さ
ん
。

　

毎
週
金
曜
日
の
午
後
、
ひ
ま
わ
り
会
館
に

集
ま
り
、
阿
波
踊
り
健
康
体
操
や
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
な
ど
に
取
り
組
む
。
会
員
は
活
動
を
通

じ
て
、
健
康
づ
く
り
に
生
き
が
い
を
持
ち
、

身
体
と
心
の
両
面
で
、
健
康
の
増
進
を
図
っ

て
い
る
。
徳
島
大
学
教
授
の
田
中
俊
夫
さ
ん

や
健
康
運
動
指
導
士
の
関
本
真
美
さ
ん
を
講

師
に
招
い
て
効
果
的
な
運
動
方
法
を
習
得
す

る
な
ど
、
と
て
も
意
欲
的
だ
。

　

ま
た
、
阿
南
の
夏
ま
つ
り
に
出
演
し
た
り
、

地
域
の
健
康
教
室
に
出
向
い
た
り
と
、
習
得

し
た
新
し
い
運
動
技
術
を
市
民
に
向
け
て
発

信
・
普
及
し
て
い
る
。

　

そ
の
活
動
が
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
機

運
の
醸
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
て
、
今
年

２
月
に
は
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
す
る

な
ど
評
判
も
高
い
。
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阿南ぶらりまち紀行
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜
第130回

　

会
結
成
の
き
っ
か
け
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
が
中
高
年
の
た
め
に
体
力
を
養
っ
て
ほ
し

い
と
実
施
し
た
「
は
つ
ら
つ
貯
筋
教
室
」。

修
了
者
は
、
健
康
づ
く
り
に
目
覚
め
て
、
み

ん
な
で
運
動
を
継
続
し
て
い
こ
う
と
、「
は

つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
」
を
平
成
17
年
１
月
に
結
成

し
た
。
当
時
は
20
人
の
会
員
だ
っ
た
が
、
現

在
45
人
ま
で
増
え
た
。
他
市
の
健
康
グ
ル
ー

プ
と
交
流
会
を
毎
年
行
う
な
ど
健
康
づ
く
り

を
通
じ
て
人
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

　

代
表
の
田
上
直
江
さ
ん
（
74
歳
・
上
中

町
）
は
、「
運
動
は
健
康
に
良
い
と
分
か
っ

て
い
て
も
、
な
か
な
か
一
人
で
は
続
か
な
い

も
の
。
一
緒
に
活
動
し
て
い
る
と
、
無
理
な

く
続
け
ら
れ
、
元
気
に
な
り
病
院
通
い
も
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
す
。

　

生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
場
に
な
っ

て
い
る
「
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
」。
会
員
は
、

お
そ
ろ
い
の
黄
色
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
和
気

あ
い
あ
い
と
い
い
汗
を
流
し
て
い
る
。
そ
の

ひ
ま
わ
り
の
よ
う
な
は
つ
ら
つ
と
し
た
笑
顔

が
素
敵
だ
。

は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ

阿南の夏まつりに出演

みんなでウオーキング

健康体操のようす

交流会にはたくさんの仲間が参加
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